
 

中実核融合燃料及び外部磁場を用いた高速点火レーザー核融合の高効率化 
High density compression of solid fusion fuel sphere  

with spherically converging shock wave 
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 速点火レーザー核融合方式の原理実証を目指し
た FIREXプロジェクトの進展について報告する．
FIREX プロジェクトでは二つの研究キャンペーン
を展開している．Cool REBキャンペーンとして，
高速電子のエネルギー分布の最適化（低温化）と，

Guiding REB キャンペーンとして，外部磁場を利
用した高速電子のエネルギー集束の原理実証を進

めている．高速電子のエネルギー分布を低温化する

ために，加熱レーザーのパルスコントラストを向上

させた上で，コーン内面及び周囲の条件を変えなが

ら，発生する高速電子のエネルギースペクトルを計

測した．爆縮プラズマからの X線や圧力によってコ

ーン内面にプラズマが形成されると，高速電子の高

温化が起こることが確認された．高速電子の高温化

を防ぐためのコーン壁の厚みや設計条件を明らか

にすることが出来た． 
	
 高速電子のガイディングについては，図 1に示す
ように，レーザー駆動キャパシターコイルターゲッ

トを使って発生した磁場をプロトン・ラジオグラフ

ィーで計測した．その後，外部磁場による高速電子

の輸送の変化を観測した．平板ターゲットにおいて

は，外部磁場によって高速電子が集束することが観

測された．来年度は，レーザー爆縮によって圧縮さ

れた磁場と燃料の条件下で，高速電子が予想通りに

ガイディングされることを実証するこ

とである． 
	
 核融合燃料の高密度化に関しては，

球心衝撃波を利用した流体力学的に安

定な高密度圧縮法を発案し，X 線バッ
クライト法を用いた計測で，高密度プ

ラズマ形成を観測した． 
	
 上記の成果に基づいた，FIREXター
ゲットの設計指針について議論する． 
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図 1	
 プロトンラジオグラフィー
を用いた磁場測定のシミュレーシ

ョン 


